
　 身 の 回 り 品 　 家　庭　用　品 　   雑　　　　貨    食　　料　　品    飲食・サービス      そ　の　他 合 計

販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比 販売額 前年比

平成２３年3月 134,635 △ 4.8 40,160   4.6 14,159   1.6 85,137   7.4 260,935 1.5 59,297   8.6 37,606   △ 2.3 631,929 1.4

　　　　　　　　4月 157,750 0.4 52,098   22.0 15,891   △ 7.6 88,303   △ 1.0 265,154 △ 3.2 61,490   1.2 42,733   △ 6.1 683,419 △ 0.5

5月 145,507 △ 2.6 42,344   6.5 18,405   5.8 86,175   1.7 265,293 △ 0.5 61,297   4.6 55,300   22.2 674,321 1.9

6月 154,470 △ 3.9 46,338   8.5 19,010   △ 0.9 86,699   1.0 266,697 △ 1.9 62,158   3.8 55,923   35.3 691,295 1.4

7月 167,365 0.9 50,320   8.7 21,614   19.2 92,755   2.7 263,243 △ 1.2 65,056   9.4 54,641   23.7 714,994 3.5

8月 129,654 1.3 43,646   5.0 19,454   △ 4.0 94,588   3.3 271,011 △ 2.7 69,808   4.3 69,515   36.0 697,676 2.9

9月 123,197 △ 3.6 39,507   △ 2.5 15,730   △ 21.9 82,878   △ 3.1 262,637 △ 3.4 64,004   4.5 51,940   7.5 639,893 △ 2.3

10月 168,459 3.6 43,915   2.7 17,985   0.2 83,745   △ 2.1 252,955 △ 2.6 58,905   4.7 57,823   29.1 683,787 2.1

11月 171,671 △ 1.4 45,372   3.4 21,434   11.0 88,943   △ 0.9 260,034 △ 3.2 49,822   △ 13.6 69,488   62.1 706,764 1.5

12月 182,900 6.0 54,576   0.7 24,145   8.1 111,565 △ 3.6 285,848 △ 0.9 59,960   △ 5.0 58,878   42.7 777,872 2.7

平成24年1月 220,868 4.8 55,525   2.0 22,424   △ 20.9 111,351 △ 26.2 318,551 1.3 66,483   2.1 62,562   32.5 857,764 △ 1.5

2月 123,644 △ 1.3 37,217   △ 0.9 17,720   7.9 82,571   △ 4.1 268,028 △ 2.7 53,598   △ 16.5 45,305   20.6 628,083 △ 2.3

　　　　　　　　3月 158,818 18.0 43,315   7.9 13,728   △ 3.0 92,202   8.3 258,766 △ 0.8 66,907   12.8 60,483   60.8 694,219 9.9

　　　 　2．前年比の単位は％(△はマイナス)。
　　　　 3．調査対象事業所の異動があるため、前年同月との単純比較とはしていません。

 【注】　1．販売額の単位は万円。

岡崎市内大型店販売動向調査結果〔１７店舗〕  （平成２４年３月分）

　岡崎市内の主要百貨店・スーパー１７店を対象とした「大型店販売動向調
査」の平成２４年３月分の調査結果がまとまった。
それによると、販売総額は６９億４２１９万円、対前年同月比では9.9％増とな
り、２ヶ月ぶりに前年を上回る結果となった。
主力の「衣料品」は、18％増となった。これは、記録的な寒冬によって春物衣
料品の動きが３月にずれ込んだためと思われる。
　また、「身の回り品」7.9％増、「雑貨」8.3％増という結果になった。「雑貨」に
ついては、６ヶ月ぶりに好転した。これらの部門は、靴や鞄、化粧品など
ファッション関連の商品を含んでおり、春物衣料品に牽引される形で増加し
たと考えられる。
　この３月で震災発生から１年が経過した。一昨年同月と比較すると、28.7％
増という結果になった。１年間の推移を見ると、震災の影響よりも天候の不
順による動向の変化が大きく影響を受けていると推測される。

　 衣　　料　　品

春物衣料品が牽引、対前年同月比9.9％増

＜調査にご協力いただいたご担当者さまの“生の声”＞
  ★衣料品は昨年の震災時の買控えから本年は好調。しかし、食料品は
     昨年震災特需があり、本年は非常に不調に推移。
　★旅行関連の業種、業態は好調であった。

対前年同月比（合計）の推移
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